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　投稿

訪問看護ステーションの管理者の
インフルエンザワクチン接種に対する意識
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＊ 1四日市看護医療大学看護学部教授　＊ 2聖マリア学院大学看護学部教授

＊ 3国際医療福祉大学福岡看護学部教授　＊ 4国立長寿医療研究センター長寿政策科学研究部長

目的　訪問看護ステーションの管理者のインフルエンザ感染予防の意識を明らかにし，訪問看護
サービスを利用する利用者のインフルエンザ感染予防を行うことを目的にした。

方法　九州 7 県の訪問看護ステーションの管理者426名を対象に調査内容は，インフルエンザワク
チン接種の勧奨をしている対象者について，訪問看護サービスを利用している利用者以外の介
護者や同居家族へのインフルエンザワクチン勧奨について，訪問看護ステーションで勤務する
看護・介護職員のインフルエンザワクチン接種割合，インフルエンザワクチン接種費用の負担
について等であった。

結果　訪問看護ステーションの管理者は，92.6％が利用者，86.6％が家族介護者，67.1％が介護者
以外の同居家族に対してインフルエンザワクチン接種の勧奨を行っていた。89.2％の施設でワ
クチン接種に対する金銭的補助がなされ，看護介護職員のワクチン接種割合が90％以上の施設
は84.0％であった。

結論　看護介護職員のワクチン接種割合が90％以上の施設は84.0％であり，訪問看護の利用者のイ
ンフルエンザ感染予防の点から看護職の接種割合100％を目標にさらなる接種割合の向上に努
める必要があると考えられた。

キーワード　訪問看護ステーション，インフルエンザワクチン，意識，管理者，同居家族

Ⅰ　は　じ　め　に

　インフルエンザはＡ型またはＢ型インフルエ
ンザウイルスによって起こる急性呼吸器疾患で，
呼吸器症状に加えて，高熱，筋肉痛，疲労感な
どの強い全身症状を特徴とする1）。ハイリスク
群とされる高齢者や基礎疾患を持つ患者，乳児，
妊婦などでは，肺炎を併発するなど重症化しや
すく，入院や死亡のリスクが高くなる1）。通常
インフルンザは四季のある地域では冬季に流行
するが，わが国では毎年12月～ 3月にかけて約
1～ 2カ月の短期間に全国的な流行を起こす1）。
　インフルエンザ対策は公衆衛生上の重要課題

であるとの認識のもとに，欧米諸国では特に高
齢者などのハイリスク者に対する予防接種を強
力に推進し，多くの国が高齢者，施設入所高齢
者，呼吸器系慢性疾患患者などへの予防接種を
勧告しており，それらの対象者への接種費用は
国または社会保険で負担されていた2）。
　わが国では1957年のアジア型インフルンザ大
流行以後本格的にインフルンザワクチンが導入
され，1962年の予防接種法改正で，小・中学生
全員に毎年インフルエンザワクチンの集団接種
を行い，インフルエンザ感受性の強い小児が集
団生活をする学校でのインフルンザの増幅を抑
えることにより，インフルエンザの流行を予防
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するという戦略がとられた1）。しかし，稀に起
こる重篤な副作用が強調され，社会の免疫防波
堤として小児にワクチン接種を行うのは問題で
あるという批判に押され，1987年には集団接種
体制はとりながらもインフルエンザワクチンは
任意接種となり，1994年の予防接種法改正によ
り，インフルンザワクチン接種の基本的考え方
はインフルンザの流行を防ぐという集団防衛か
らワクチン接種者のインフルンザ罹患後の重症
化を防ぐという個人防衛へと変更され，2001年
の予防接種法の一部改定により，65歳以上の高
齢者，60～64歳で呼吸器や循環器の基礎疾患ま
たは後天性免疫不全症候群の患者に対して，本
人がワクチン接種を希望すれば費用を一部公費
で負担し，万一副作用が生じた場合には法律に
より医薬品機構による救済が行われることと
なった1）。
　米国予防接種諮問委員会の勧告では高齢者，
呼吸器系・循環器系慢性疾患患者，妊婦， 2歳
未満の小児などのハイリスクグループに加え，
ハイリスクグループにインフルンザを伝播する
者（医師，看護師などの医療従事者，同居者な
ど）もインフルエンザワクチン接種の対象とし
ている3）4）。
　2009年10月現在，わが国の訪問看護ステー
ションは，約5,407カ所あり5），訪問看護師は
約27.5万人/月の利用者に訪問看護サービスを
提供している5）。訪問看護ステーションの利用
者は，乳幼児から高齢者で，現在では経管栄養
や留置カテーテル等が挿入されている医療的ケ
アを必要とする利用者も少なくない6）。そのた
め，在宅における感染症予防対策は重要な課題
であるが，その感染症予防対策は医療機関と異
なり各訪問看護ステーションに任されているの
が現状である。医療従事者が集団感染を起こす
ことで，訪問看護を必要としている利用者にケ
アが行き届かなくなる可能性も考えられ，多大
な影響を及ぼすので，罹患者の増加を防止する
ためには，患者家族や医療従事者等のケア提供
者に対する感染予防対策が期待される7）。
　そこで九州 7県の訪問看護ステーションの管
理者を対象として，インフルエンザウイルス感

染予防の意識について明らかにし，インフルエ
ンザ感染予防対策を資することを目的にアン
ケート調査を行ったので報告する。

Ⅱ　方　　　法

　2008/2009シーズン終了後，全国訪問看護事
業協会に掲載された九州 7県の訪問看護ステー
ションの管理者426名を対象に，無記名のアン
ケート調査を行った。調査項目は，ステーショ
ンの規模の他に，インフルエンザワクチン接種
の勧奨をしている対象者について，訪問看護
サービスを利用している利用者以外の介護者や
同居家族へのインフルエンザワクチン接種の勧
奨について，訪問介護ステーションで勤務する
看護・介護職員のインフルエンザワクチン接種
割合，インフルエンザワクチン接種費用の負担
について等であった。
　統計分析にはSPSS 17.0J for Windowsを用
い，p<0.05をもって統計学的に有意とした。
　倫理的配慮としてインフォームドコンセント
の取得は，調査票の返送をもってインフォーム
ドコンセントが得られたとした。なお，本研究
は，聖マリア学院大学の研究倫理審査委員会の
承認を得て行った。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　施設の規模について
　休止施設 1 施設を含む232訪問看護ステー
ションの管理者から協力が得られた（回収率
54.5％）。 1 カ月の利用者数60名以下が85施設
（36.8％）と最も多く，次いで30名以下83施設
（35.9％），100名以下40施設（17.3％），200名
以下12施設（5.2％），201名以上10施設（4.3％），
未記入 1施設（0.4％）であった。

（ 2）　インフルエンザワクチン接種を勧奨して
いる対象者について

　表には示していないが，管理者231名中214名
（92.6％）が「利用者」に対しインフルエンザ
ワクチン接種を勧奨していた。200名（86.6％）
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が「家族介護者」，155名（67.1％）が「介護者
以外の同居家族」に対しインフルエンザワクチ
ン接種を勧奨していた。
　表 1に管理者が，インフルエンザワクチン接
種を勧めている利用者の内訳を示した。管理者
161名（75.2％）が，「65歳以上の高齢者」に対
してインフルエンザワクチン接種の勧奨をして
おり，最も多かった。次いで126名（58.9％）
が「慢性呼吸器疾患のある者」，80名（37.4％）
が「心疾患のある者」，79名（36.9％）が「糖
尿病のある者」，77名（36.0％）が「脳卒中の
後遺症のある者」，74名（34.6％）が「75歳以
上の高齢者」，73名（34.1％）が「認知症のあ
る者」に対してインフルエンザワクチンの勧奨
を行っていた。
　表 2に管理者が，インフルエンザワクチン接
種を勧奨している介護者以外の同居家族の内訳

を示した。介護者以外の同居家族の中で，管理
者101名（65.2％）が「65歳以上の高齢者」に
対してインフルエンザワクチン接種の勧奨をし
ており，最も多かった。次いで65名（41.9％）
が「大人」，49名（31.6％）が「小学生」，42名
（27.1％）が「中学生」と「高校生」，39名
（25.2％）が「園児」，35名（22.6％）が「就
学前の小児」，33名（21.3％）が「大学生」，21
名（13.5％）が「 2歳未満の小児」に対してイ
ンフルエンザワクチン接種の勧奨を行っていた。

（ 3）　看護・介護職員のインフルエンザワクチ
ン接種について

　98.3％の管理者が，看護介護職員にインフル
エンザワクチン接種を勧めており，看護・介護
職員のインフルエンザワクチン接種割合が70％
以上の訪問看護ステーションが94.0％，接種割
合90％以上の施設は84.0％であった（表 3）。
看護・介護職員のインフルエンザワクチン接種
の費用負担については，120名（51.9％）が
「一部補助」と回答した者が最も高く，次いで
86名（37.2％）が「全額補助」，25名（10.8％）
が「全額自己負担」と回答し，206施設（89.2％）
でワクチン接種に対する金銭的補助がなされて
いた。

Ⅳ　考　　　察

　2006（平成18）年度訪問看護・家庭訪問基礎
調査報告書によれば，訪問看護ステーションの
利用者の主傷病は，「循環器系の疾患」が最も

表 1　管理者がインフルエンザワクチン接種を勧奨している
　　　利用者の内訳（ｎ＝214）　　　　　　　　　　　　　

人数（％）

利用者
2歳未満の小児 13( 6.1)
就学前の小児 26(12.2)
65歳以上の高齢者 161(75.2)
75歳以上の高齢者 74(34.6)
慢性呼吸器疾患のある者 126(58.9)
心疾患のある者 80(37.4)
糖尿病のある者 79(36.9)
脳卒中の後遺症のある者 77(36.0)
認知症のある者 73(34.1)
その他 63(29.4)

注　複数回答

表 2　管理者がインフルエンザワクチン接種を勧奨している
　　　同居家族の内訳（ｎ＝155)　　　　　　　　　　　　

人数（％）

同居家族　
2歳未満の小児 21(13.6)
園児 39(25.2)
就学前の小児 35(22.6)
小学生 49(31.6)
中学生 42(27.1)
高校生 42(27.1)
大学生 33(21.3)
大人 65(41.9)
65歳以上の高齢者 101(65.2)
その他 63(40.6)

注　複数回答

表 3　看護・介護職員のインフルエンザワクチン接種割合
　　　（ｎ＝231）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人数（％）

接種割合
9％以下 1( 0.4)
10～19％ 1( 0.4)
20～29％ 1( 0.4)
30～49％ 4( 1.7)
50～69％ 6( 2.6)
70～89％ 23(10.0)
90％以上 194(84.0)
未記入 1( 0.4)
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多く8），後期高齢者が利用者全体の半数近くを
占めている8）。米国予防接種諮問委員会は毎年，
インフルエンザの予防と対策に関する勧告を示
し3）4），以下の対象者については毎年ワクチン
接種を受けるように勧告している3）4）。①慢性
の呼吸器疾患，循環器疾患，腎疾患，肝疾患，
血液疾患，代謝性疾患を有する成人及び小児，
② 6カ月～ 4歳児，③50歳以上の者，④何らか
の神経・筋症状を呈し基礎疾患を有し，そのた
め呼吸障害をきたし，気道分泌物を喀出できな
くなる恐れがある，あるいは誤嚥性肺炎を起こ
す恐れがある，成人及び小児，等である3）4）。
今回の調査では，訪問看護ステーションの管理
者の80～90％が利用者および介護者に対してイ
ンフルエンザワクチン接種の勧奨を行っていた。
管理者の75.2％が65歳以上の高齢者に対してイ
ンフルエンザワクチン接種を勧め，58.9％が慢
性呼吸器疾患を有した利用者に対してインフル
エンザワクチン接種を勧めていた。さらに約 3
割が心臓病，糖尿病，脳卒中の後遺症，認知症
を有した利用者に対してインフルエンザワクチ
ン接種の勧奨をしていた。米国予防接種諮問委
員会はこれらの対象者は毎年インフルエンザワ
クチン接種を受けるように勧告している3）4）が，
今回の調査でも訪問看護ステーションの管理者
は，65歳以上の高齢者や慢性呼吸器疾患を有し
ている利用者や介護者にインフルンザワクチン
接種を勧めており，インフルエンザ予防対策の
意識は高いと考えられた。しかし，今回の調査
では，ケア提供者以外の同居家族に対して，イ
ンフルエンザワクチン接種を勧めていたのは管
理者の67.1％にすぎず，また65歳以上の高齢者
が同居している家族にインフルエンザワクチン
接種を勧めていたのは管理者の65.2％にとど
まっていた。高齢者入所施設での成績であるが，
職員にインフルエンザの罹患を認めた場合，施
設内流行のリスクが上昇することが報告されて
いる9）。また，米国予防接種諮問委員会はイン
フルエンザワクチン接種の優先順位としてイン
フルエンザ合併症のハイリスク者の同居家族に
勧めている3）4）。訪問看護の利用者は，インフ
ルエンザワクチン接種を受けるように勧告され

ている対象者（高齢者，小児）も多くいるため，
インフルエンザ感染を予防するためにも同居家
族への接種を勧める必要性があると考えられた。
　病院や高齢者入所施設等の多くの人が集団生
活をする場ではインフルエンザの流行は瞬く間
に拡大するので，その予防策が必要である10）。
施設内流行を予防するためには持ち込みを防止
することが第一である10）。著者ら11）は，精神科
の単科病院に勤務する職員を対象にインフルエ
ンザワクチンの接種割合を調査したが，精神科
の単科病院に勤務者のインフルエンザワクチン
接種割合は77.5％であった11）。在宅においては，
病院や高齢者入所施設と異なり他の利用者から
の感染は少ないが，訪問看護師などのケア提供
者からの感染が考えられるので，ケア提供者に
対するインフルエンザワクチンの接種が大切で
ある。今回の調査では，ケアを提供する看護・
介護職員のワクチン接種割合が70％以上の施設
が94.0％であったことからインフルエンザ感染
予防の意識は高いと考えられた。しかし，訪問
看護師は，インフルエンザウイルス感染のハイ
リスク者へのケアを提供する一番身近な看護職
であり，米国予防接種諮問委員会はハイリスク
者だけではなく，ケア提供者へのインフルエン
ザワクチン接種を奨励している3）4）。今回の調
査では89.2％の施設でワクチン接種に対する金
銭的補助がなされ，看護・介護職員のワクチン
接種割合が90％以上の施設は84.0％であった。
インフルエンザワクチン接種割合100％を目標
にさらなる接種割合の向上に努める必要がある
と考えられた。
　新型インフルンザ（Ａ型H1N1）の流行はわ
が国のインフルエンザ感染予防対策の強化を促
した12）13）が，新型インフルンザが流行した
2009/2010シーズンの三重県の高齢者入所施設
を対象にした調査では入所者のインフルエンザ
ワクチン接種が70％以上の施設は季節性ワクチ
ン90.3％，新型ワクチン72.9％に対し，看護・
介護職員のインフルエンザワクチン接種割合が
70％以上の施設は季節性ワクチン91.0％，新型
ワクチン61.9％に過ぎず14），その一因として非
医療職である介護職への新型ワクチンの供給不
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足が考えられた。新型インフルエンザワクチン
の優先接種の対象者は医療従事者であり15），訪
問看護ステーションにおいては訪問看護と訪問
介護を行っている施設もあり，ケア提供者には
看護職と介護職がいるが，新型インフルエンザ
ワクチンの優先接種の対象者は医療従事者であ
り，供給不足により介護職には新型インフルエ
ンザワクチンの提供が制限されていた可能性も
否定できない。職員のワクチン接種割合100％
を目指すには非医療職である介護職にもワクチ
ンの提供が行われることが必要と考えられる。

Ⅴ　結　　　論

　今回の調査では，ケアを提供する看護職員の
ワクチン接種割合が70％以上の施設が 9割以上
あり，訪問看護ステーションの管理者の 8～ 9
割が利用者や介護者に対してワクチン接種を勧
奨していた。しかし，ケア提供者以外のインフ
ルエンザワクチン接種の勧奨をしている同居家
族は 6割強に過ぎなかった。訪問看護の利用者
は要介護高齢者や年齢を問わず慢性の基礎疾患
を持つ者たちである。高齢者や慢性基礎疾患を
持つ者はインフルエンザのハイリスクグループ
であり3）4），ハイリスク者とそのケア提供者は
インフルエンザワクチン接種を行わなければな
らないが3）4），米国予防接種諮問委員会はハイ
リスク者にケアを提供する家族だけではなく，
ケア提供者以外の同居者にもワクチン接種を勧
奨している3）4）。訪問看護サービスの利用者と
利用者の世話をする家族に対するインフルエン
ザワクチン接種だけではインフルエンザの予防
対策は不十分である。ケア提供者以外の同居家
族にもインフルエンザワクチン接種を勧奨する
必要があると考えられた。
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